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鉱工業生産（Industrial Production and Capacity Utilization）

鉱工業生産 設備稼働率 生産能力

製造業 鉱業 公益 ハイテク 除ハイテク 製造業

(NAICS) 関連 関連 自動車関連 (NAICS)

14/10 ▲0.0 (＋4.3) ＋0.2 ▲1.1 ＋0.4 ＋0.9 ＋0.1 ▲0.5 ＋79.2 ＋78.2 ＋0.3

14/11 ＋1.1 (＋4.8) ＋1.2 ▲0.5 ＋3.6 ＋0.0 ＋1.2 ＋6.0 ＋79.8 ＋79.0 ＋0.3

14/12 ＋0.0 (＋4.7) ▲0.1 ＋3.2 ▲5.0 ▲0.4 ▲0.0 ▲1.2 ＋79.6 ＋78.8 ＋0.3

15/01 ▲0.4 (＋4.5) ▲0.7 ▲1.4 ＋3.3 ▲0.6 ▲0.7 ▲1.0 ＋79.1 ＋78.2 ＋0.1

15/02 ▲0.0 (＋3.5) ▲0.2 ▲2.1 ＋4.9 ▲0.6 ▲0.3 ▲3.0 ＋79.0 ＋77.9 ＋0.2

15/03 ＋0.0 (＋2.6) ＋0.3 ▲0.3 ▲1.8 ▲0.2 ＋0.3 ＋4.0 ＋78.8 ＋78.1 ＋0.2

15/04 ▲0.5 (＋2.0) ＋0.1 ▲1.3 ▲3.7 ＋0.4 ＋0.0 ＋2.0 ＋78.3 ＋78.0 ＋0.2

15/05 ▲0.2 (＋1.4) ▲0.2 ▲0.3 ＋0.2 ＋0.4 ▲0.1 ＋1.7 ＋78.1 ＋77.8 ＋0.1
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15年５月の鉱工業生産は、前月比▲0.2％と市場予想の同＋0.2％に反して２ヵ月連続

の減少となった（２、３、４月合計0.2％ポイント上方改定）。公益が４月の気温の上

昇を受け大幅に落ち込んだ反動もあり、前月比＋0.2％とプラスに転じたものの、製造

業が同▲0.2％と減少に転じたほか、鉱業が石油掘削などの落ち込みによって同▲0.3％

とマイナスとなった。製造業生産では、港湾ストの影響を受け落ち込んでいたハイテク

や自動車・同部品が増加したものの、石油・石炭、食品・飲料・タバコ、航空機、化学

等が減少した。需要の堅調な自動車を除く製造業生産は前月比▲0.3％と減少しており、

ドル高や在庫の積み上がりなどを背景に、自動車以外では調整色を強めている。なお、

稼働率をみると、鉱工業が78.1％、製造業が77.8％と前月比でともに低下した。 

３ヶ月移動平均・３ヶ月前対比年率では、鉱工業生産が▲2.2％（前月▲1.9％）とマ

イナス幅を拡大した。一方、製造業生産が＋0.1％（前月▲1.5％）と小幅プラスとなり、

拡大モメンタムを回復しつつあるが鈍い。 

四半期では、４、５月平均の鉱工業生産は１－３月期比年率▲2.4％と１－３月期の

前期比年率▲0.3％から減少幅を拡大した。生産活動が15年４－６月期も停滞を続けて

いることを示している。ただし、製造業は自動車の拡大等により１－３月期年率比＋

0.8％（１－３月期前期比年率▲1.3％）とプラスに転じており、回復の兆しがみられる。 

 

 

 

 

 

 

５月の鉱工業生産は前５月の鉱工業生産は前５月の鉱工業生産は前５月の鉱工業生産は前

月比▲月比▲月比▲月比▲0.20.20.20.2％と２ヵ月連％と２ヵ月連％と２ヵ月連％と２ヵ月連

続の減少続の減少続の減少続の減少    

鉱工業生産は、鉱工業生産は、鉱工業生産は、鉱工業生産は、3333 か月か月か月か月

前対比、前期比でマ前対比、前期比でマ前対比、前期比でマ前対比、前期比でマ

イナス幅を拡大イナス幅を拡大イナス幅を拡大イナス幅を拡大もももも製製製製

造業造業造業造業ははははプラスプラスプラスプラス回復回復回復回復    
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